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１．研究計画の概要
本研究の目的は、報告者自身が提唱している
磁気リコネクションの新しいモデル「自己相
似時間発展モデル」（以下では「自己相似モ
デル」）を、主に最新の太陽観測衛星プロ
ジェクト「ひので」のデータ解析によって検
証する事である。０１年度からの報告者の一
連の研究業績によって、このモデルに関する
理論的研究の核心部はほぼ完成している。モ
デルの実証のために、以下の研究を行う。

（１）自己相似モデルに基づいて現象論的予
言を行う。
（２）予言に基づいて、自己相似モデルに
よってのみ排他的に説明できる現象を「ひの
で」観測で見いだす。
（３）観測成果をフィードバックさせてモデ
ルの理論的完成度を高める。

２．研究の進捗状況
（１）浮上磁気ループに於けるリコネクショ
ン現象の特徴を自己相似モデルから予言し、

論文を発表した。彩層蒸発現象に見られる特
徴を予言すべく、数値計算と現象論的モデル
の両面から取り組んでいる。
（２）準備的な研究として、ごく小規模な彩
層蒸発現象を「ひので」アーカイブデータか
ら多数抽出し、蒸発流の構造と時間発展を明
らかにした（論文投稿中）。より大規模な彩
層蒸発現象に於いて、自己相似モデルが排他
的に予言する特徴を見いだそうとしている。
しかし、不幸な事に太陽活動は数百年ぶりの
低調期に入ってしまい、期待している現象が
中々起こらない。期待される太陽現象を能動
的に起こす事は不可能であるので、適した現
象の発生を待っている所である。
（３）主に自己相似モデルの特殊相対論化の
研究を推進中である。現在、基礎方程式系の
ほとんどの導出を終え、解を求めるための計
算コードを開発しながら残りの基礎方程式系
の導出を進めている。

３．現在までの達成度
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④遅れている
１）については、最初の論文掲載に至った。
続編の研究推進を継続しているが、報告者、
共同研究者とも、各々の本務先用務のために
長期休暇期間以外での時間の共有が困難にな
り、ペースダウンしている。２）について
は、最初の論文の大幅な改訂と再投稿に至っ
た。続編の観測的研究推進を企図している
が、不可避的な太陽活動の低調と１）の現象
論的予言の遅滞により、続編を成果報告する
には至っていない。３）については、準備が
着々と進んでいる。自己相似モデルの３次元
化については、未着手である。３次元化の推
進のため、この方面の活発な研究グループと
共同して研究推進するために昨夏に長期海外
渡航を計画していたが、肉親の急病による入
院と死去に対応するため、実現できなかっ
た。

　進捗が芳しくない最大の理由は、研究に使
える時間の圧倒的不足である。旧所属（国立
天文台）在籍時に本課題の研究計画を立案
し、申請して採択された。その直後、現所属
（筑波技大）着任と同時に本課題が開始され
たが、筑波技大で研究に割ける時間は予想を
超えて極端に短く、旧所属時に立案した計画
は思うように進められなかった。それでも、
開始後３年目にしてやっと成果が出始めた所
であるということを強調したい。

４．今後の研究の推進方策
計画通りに上記の（１）ー（３）を推進す
る。ただし、（２）については、太陽活動は
今後数十年に渡って低調なままである事が予
想されているので、本研究の目的に適した現
象はなかなか起こらないかもしれない。この
不可避の問題への対応として、（１）と
（３）をより強化して推進する。（３）につ
いては、 今夏に海外出張して、推進する予定
である。 特にモデルの相対論化によって、太
陽以外の天体で検証できる可能性を模索す
る。
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